
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
福井県だけでなく全国でも注目されている、新しい農業技術「植物工場」 

－若狭東高校でも、さまざまな分野・設備で研究が深まっています。 

無菌状態に近く「安心・安全な農産物」を利点にしている閉鎖型植物工場 

におけるレタス・ミズナ等の葉菜類の研究・生産については、道の駅「若 

狭おばま」等への定期的な出荷・販売も、４年目を迎えています。 

昨年度新たに研究をスタートさせたのが、太陽光・人工光併用型植物工場での栽培技術の研究です。

植物工場で栽培する品目について市場での付加価値を高めることをテーマに、昨年度の先輩方が、い

くつかの研究に取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
若狭東高校 

ＳＰＨ 

 
 
 
 昨年の先輩方の低カリウムトマトの研究では、味について新
たな課題が見つかりました。トマトを甘くするためには吸水量
を減らす必要がありますが、水耕栽培では常に根が水につかっ
ているので、吸水量を減らすことが課題です。 

北村 拓也（地域創造科食農創造コース３年） 
 
 より甘いトマトを作るために、実験条件や調査結果など細か
な変化に気をつけて実験していきたいです。 

山﨑 航輝（地域創造科食農創造コース３年） 

 

 

 

 

低カリウム中玉トマトの栽培 
 
腎臓病患者の方はカリウムの摂取制限が

あります。生野菜にはカリウムが多く含まれ
るため食べることができません。レタスでは
低カリウムレタスの栽培方法が確立していま
すが、新たに低カリウムトマトの栽培の確立
を目指し、培養液を工夫しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
研究結果は、自作したカリウムなしの培養

液を利用することで、カリウム濃度を３０％
も低減させることに成功しました。 

 

 

ステビアの栽培 
 
ステビアは、ダイエット食品や糖尿病患者

用食品の甘味料として使われています。水耕
での栽培技術は十分に確立されていないの
で、「増殖～育苗～栽培～収穫」のサイクル
を研究しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
水耕栽培には成功しましたが、ＬＥＤ照明

による補光による大きな違いは認められま
せんでした。さらに研究が必要です。 

 


